
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

“
お
檀
家
の
皆
様
へ
ご
報
告 

” 
寿
光
会 
瀧
山 

孝
雄 

こ
の
度
、
富
田
龍
道
さ
ん
に
於
れ
て
は
浄
土
宗

僧
侶
と
な
る
修
行
（
加
行

け
ぎ
ょ
う

）
を
大
本
山
増
上
寺
、

伝
宗
伝
戒
道
場
に
て
平
成
三
十
年
十
二
月
七
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
の
二
十
一
日
間
行
い
、
め
で
た

く
成
満
（
修
行
終
了
）
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
の
で

報
告
い
た
し
ま
す
。
正
式
に
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て

諦
譽

て

い

よ

龍
り
ゅ
う

道ど
う

を
拝
し
ま
し
た
。
生
涯
に
一
度
の
修
行

も
五
十
九
名
の
方
々
と
共
に
、
第
六
班
班
長
と
し

て
班
員
の
ま
と
め
役
、
牽
引
役
と
し
て
の
重
責
も

全
う
し
て
、
十
二
月
二
十
七
日
の
成

じ
ょ
う

満
会

ま

ん

え

に
て
行

知
事
友
田
達
裕
師
か
ら
賞
を
頂
き
、
ま
た
増
上
寺

法
主
、
八
木
季
生
台
下
か
ら
は
「
以
和
為
貴
」
の

書
と
「
心
に
豊
か
さ
を
備
え
た
人
間
た
れ
」
の
お

言
葉
を
拝
受
さ
れ
ま
し
た
。
龍
王
山
大
雲
寺
の
三

十
五
世
を
目
指
す
ご
当
人
龍
道
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん

の
事
、
成
満
会
に
参
加
さ
れ
た
ご
両
親
、
三
十
四

世
正
好
さ
ん
美
穂
さ
ん
ご
夫
婦
、
寿
光
会
か
ら
参

加
の
高
斎
、
瀧
山
の
両
名
も
緊
張
と
同
時
に
め
で

た
き
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

尚
、
こ
れ
か
ら
の
私
達
の
菩
提
寺
「
龍
王
山 

松

柏
院 

大
雲
寺
」
の
歴
史
が
三
十
三
世
諦
雄
住
職

か
ら
三
十
四
世
正
好
副
住
職
へ
、
そ
し
て
三
十
五

世
龍
道
さ
ん
へ
と
繋
が
り
、
富
田
家
ご
家
族
が
一

丸
と
な
り
内
外
へ
向
け
て
の
「
あ
な
た
は
大
切
な

人
で
す
」
の
お
心
に
て
、
寺
と
檀
家
そ
し
て
社
会 

      と
の
「
絆
」
を
一
層
深
め
て
宗
派
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
る
「
共
生
」
の
も
と
で
、
仏
心
人
心
が
共
に

光
輝
く
開
か
れ
た
寺
と
し
て
発
展
し
て
行
く
事
と
、

あ
ら
た
め
て
龍
道
さ
ん
の
更
な
る
精
進
努
力
を
心

か
ら
願
い
ま
し
て
め
で
た
き
事
の
報
告
と
し
ま
す
。 

“
憩
い
の
場
完
成
す
る 

” 

    

本
堂
裏
の
境
内
に
「
東
屋
」
を
建
立
し
ま
し
た
。 

皆
様
の
ご
先
祖
様
の
墓
参
や
永
代
供
養
塔
の
お
参

り
の
際
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。
亡
く
な
ら
れ
た
ご

家
族
や
親
し
い
方
達
の
面
影
を
偲
び
な
が
ら
四
季

の
花
木
を
鑑
賞
し
心
休
ら
め
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。 

“ 

今
月
の
言
葉 

” 

寒
さ
を
超
え 

山
笑
う
こ
ろ 

春
彼
岸 

春
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
「
い
ま
」
自
分
が
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。 

  

“ 

観
音
様
ご
縁
日 

” 

ぼ
け
封
じ
観
音
の
ご
縁
日
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
本
年
で
第
三
十
回
目
を
迎
え
ま
す
が
、
今
年

も
盛
大
に
挙
行
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
方
の
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

記 

日 
 

時 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
七
日
（
日
） 

十
一
時
よ
り 

場 
 

所 

大
雲
寺
本
堂
に
て
ご
祈
願 

奉
納
料 
 
 

一
名
さ
ま
三
千
円
以
上 

＊
当
日
は
皆
様
方
の
ぼ
け
封
じ
と
ご
長
命
の
為
に

祈
願
法
要
を
修
行
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
開
始
時

間
が
十
一
時
半
と
な
り
ま
し
た
の
で
の
で
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
是

非
と
も
ご
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

尚
、
同
封
い
た
し
ま
し
た
申
込
書
に
ご
記
入
の
上

四
月
三
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

“ 

平
成
三
十
一
年
度
年
回
表 

” 

壱
周
忌 

 
 
 
 

平
成
三
十
年
亡 

三
回
忌 

 
 
 
 

平
成
二
十
九
年
亡 

七
回
忌 

 
 
 
 

平
成
二
十
五
年
亡 

十
三
回
忌 

 
 
 

平
成
十
九
年
亡 

十
七
回
忌 

 
 
 

平
成
十
五
年
亡 

二
十
三
回
忌 

 
 

平
成
九
年
亡 

二
十
七
回
忌 

 
 

平
成
五
年
亡 

三
十
三
回
忌 

 
 

昭
和
六
十
二
年
亡 

三
十
七
回
忌 

 
 

昭
和
五
十
八
年
亡 

五
十
回
忌 

 
 
 

昭
和
四
十
五
年
亡 

百
回
忌 

 
 
 
 

大
正
九
年
亡 

＊
ご
先
祖
様
の
御
供
養
を
い
た
し
ま
し
よ
う 

“
平
成
三
十
一
度
寺
院
行
事
予
定
”  

一
月
一
日 

（
火
）
新
年
大
法
要 

二
月
十
七
日
（
日
）
大
雲
寺
世
話
人
新
年
会 

三
月
十
日 

（
日
）
大
雲
寺
世
話
人
会 

三
月
十
八
日
（
月
）
～
三
月
二
十
四
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春
彼
岸 

四
月 

四
日
（
日
）
御
詠
歌
奉
納
（
増
上
寺
） 

四
月
五
日 

（
金
）
御
忌
参
加 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
代
理
導
師
（
大
伴
上
人
） 

四
月 

七
日
（
日
）
ぼ
け
封
じ
観
音
ご
縁
日 

六
月 

二
日
（
日
）
大
施
餓
鬼
会 

七
月
十
三
日
（
土
）
～
十
六
日
（
火
）
東
京
お
盆 

八
月
十
三
日
（
火
）
～
十
六
日
（
金
）
お
盆
様 

八
月
十
八
日
（
日
）
と
う
ろ
う
流
し
（
秋
山
川
） 

九
月
二
十
日
（
金
）
～
二
十
六
日
（
木
）
秋
彼
岸 

“
お
知
ら
せ 

” 

●
四
月
五
日
御
忌
会
が
大
本
山
増
上
寺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
年
度
は
栃
木
教
区
照
光
寺
大
伴
上
人
が
お
代
理
導

師
を
努
め
ら
れ
ま
す
。
大
雲
寺
で
は
詠
唱
会
の
皆
様
を

中
心
に
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

●
新
し
く
遠
藤
満
子
様
が
お
世
話
人
に
な
ら
れ
ま
し
た
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
当
寺
三
十
三
世
諦
雄
上
人
が
今
年
八
十
歳
を
迎
え
総
本

山
知
恩
院
よ
り
記
念
品
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
、
こ
れ
を

期
に
三
十
四
世
正
好
上
人
に
住
職
の
座
を
生
前
譲
位

さ
れ
る
こ
と
を
決
心
さ
れ
ま
し
た
、
新
住
職
の
晋
山
式

は
来
年
の
施
餓
鬼
会
に
合
わ
せ
て
挙
行
の
予
定
で
す
。 

●
書
道
教
室
（
研
映
社
書
き
方
ク
ラ
ブ
） 

子
供
の
育
成
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
小
さ
い

お
子
さ
ん
が
増
え
て
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

毎
週
水
曜
日 

午
前
十
時
よ
り 

 
 
 

一
般
の
方 

土
曜
日 

 
 

午
後
一
時
よ
り
六
時 

 
 

子
ど
も 

日
曜
日 

 
 

午
前
八
時
半
よ
り
十
二
時 

子
ど
も 

●
詠
唱
会
（
御
詠
歌
） 

水
曜
日
午
後
一
時
半
よ
り
三
時
ま
で 

終
了
後
お
茶
を
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
仲
間
に
。 
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